
 
意見書案第５号   

 
丘珠空港からの航空路線移転の撤回に向けた取り組みを求める意見書 

  
北海道内の航空路線の中心的な役割を担ってきた ANA グループのエアーニッポン

ネットワークが、このほど使用機種の製造中止に伴う新機種選定の必要性が生じたこ

となどを理由に、説明や情報提供が不十分なまま、丘珠空港から同社の全路線を新千

歳空港に移転する意向を示していることが明らかとなり、札幌市民のみならず北海道

民や経済界に大きな衝撃と危機感を与えたところである。 
丘珠空港は、エアーニッポンネットワークを含めた航空２社によって、函館、釧路、

稚内、女満別及び根室中標津の５空港を結び、年間３７万人に及ぶ利用客にビジネス

のみならず観光や医療機関受診など道民の生活の足として活用され、本市及び北海道

にとって、欠かすことのできない交通ネットワークの拠点として、大きな役割を担っ

てきた。 
一方、本市においては、国・北海道の方針に基づき、丘珠空港が道内航空網の拠点

空港として、さらなる発展を目指していくために、多額の経費と時間を費やして、同

空港の整備・活用と周辺地域の環境整備等に努めてきた。 
しかしながら、丘珠空港発着便の７割を超えるエアーニッポンネットワークの５路

線１日２８便が同空港から撤退することになれば、他社の函館、釧路の２路線１日１

０便を残すのみとなるため、丘珠空港そのものの存亡にもかかわる重大な事態に陥る

ことは必至であり、本市及び北海道の経済並びに住民生活に与える打撃は計り知れな

い。  
よって、国会、政府及び北海道においては、ANAグループに対して、本市を含む関

係自治体及び住民等の意向を尊重し、丘珠空港からの路線移転の意向を撤回するよう

積極的に働きかけるとともに、同空港が将来にわたって北海道内の航空網の拠点空港

として存続するために必要な取り組みに努められるよう強く要望する。 
 
以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 
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